
プロセス 到着順位 到着時刻 処理時間

1 1 0 16 

2 2 3 12 

3 3 6 8 

 

 到着順 

 

 

 

 

 ラウンドロビン 

 

 

 

 

 

 

 処理時間順 

 

 

 

 

 残余処理時間順 

 

 

 

 

 

 多重フィードバック(タイムスライス 高:2 中:4 低:8) 

 

 

 

 

 

※プロセスの到着時刻に注意 

時刻 0 ではプロセス 1 のみ到着 ⇒ 最初に実行できるのはプロセス 1 のみ 
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スケジューリングアルゴリズム 
 
右表のプロセスが来た場合のスケジューリング 

0 5 10 15 20 25 30 35 

1 2 3

1 2 3 1 2 3 12 31 2 21 2 1 3 1 1 

1 2 31 2 31 12 
タイムスライス 2

タイムスライス 4

1 3 2 

1 到着 2 到着 3 到着 

1 到着 2 到着 3 到着 

1 到着 2 到着 3 到着 

1 2 3 2 1 

0 5 10 15 20 25 30 35 

1 到着 2 到着 3 到着 

1 2 3 2 11 3 2 3 1

横取り発生

3 回目は低優先度 
優先度が低いほどタイムスライス時間が長くなる2 回目は中優先度 1 回目は高優先度 



プロセス記述子 ( プロセス制御ブロック, PCB )  

 プロセスが生成時に最初に作成される 

 プロセスの管理・制御に必要な情報を保持する 

 メモリにカーネル領域に置かれ、OS が管理する 

 プロセスの処理順にキューに格納される 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プロセスの状態 

 

 

 

実行可能 

実行中 ブロック 

プロセス生成

プロセス終了

タイムアウト ディスパッチ 

イベント待ち 

イベント待ち 

イベント発生 

実行中断 
中断 

再開 

ブロック中断
中断 

再開 

イベント発生 

基本状態 中断状態 

メモリ 

ユーザ領域 カーネル領域 

PCB プロセス 
次のPCBへのポインタプロセスへのポインタ 


